
　昔
むかし

々
むかし

、４粒
つぶ

の 種
たね

が、一
ひと

つの 袋
ふくろ

に 入
はい

っていました。ほんの 数
すう

日
じつ

前
まえ

、農
のう

夫
ふ

は、袋
ふくろ

に 
入
はい

っていた 種
たね

を みんな 出
だ

したばかりでした。そして、たった ４粒
つぶ

の 種
たね

だけが 
残
のこ

りました。一
いち

番
ばん

大
おお

きな種
たね

と、一
いち

番
ばん

小
ちい

さな種
たね

と、一
いち

番
ばん

丸
まる

い種
たね

と、一
いち

番
ばん

平
たい

らな種
たね

の 
４粒

つぶ

です。

　「ほかの 種
たね

達
たち

は、一
いっ

体
たい

 どこへ 行
い

ったんだろう？」　４粒
つぶ

の 種
たね

達
たち

は、いろいろと 
思
おも

いめぐらしていました。「どうして ほかの 種
たね

達
たち

は、もどって来
こ

ないんだろう？」
　
　農

のう

夫
ふ

が 良
よ

い 人
ひと

であることは 分
わ

かっていました。だけど 種
たね

達
たち

は、これから 先
さき

の 
ことが 分

わ

からなくて、不
ふ

安
あん

に なってきました。「ぼく達
たち

も、ここから 出
だ

されるの
かな？」種

たね

達
たち

は、そんなことを ささやき合
あ

っていました。

　その 翌
よく

日
じつ

の ことです。種
たね

達
たち

は、農
のう

夫
ふ

が こんなことを 友
ゆう

人
じん

に 話
はな

しているのを 
耳
みみ

に しました。「今
きょう

日は、この 種
たね

を まこうと 思
おも

っているんだ。」　そう 言
い

いながら、
農
のう

夫
ふ

は 袋
ふくろ

を 軽
かる

く 振
ふ

って 見
み

せました。

　袋
ふくろ

の 中
なか

では、思
おも

わず 種
たね

達
たち

が 身
み

を 寄
よ

せ合
あ

いました。「根
ね

が のびのびと 成
せい

長
ちょう

できる
ように、間

ま

を 開
あ

けて、地
ち

中
ちゅう

に うめるんだよ。」と、農
のう

夫
ふ

は 言
い

いました。

　種
たね

達
たち

は、「まく」という 言
こと

葉
ば

も、「地
ち

中
ちゅう

」という 言
こと

葉
ば

も 知
し

りません。じきに 
はなればなれに なると 聞

き

き、心
しん

配
ぱい

に なってきました。今
いま

までに 一
いち

度
ど

も はなれた
ことが ないのです。種

たね

達
たち

は、おそろしくて ブルブル ふるえました。

４粒
つぶ

の 種
たね

の お話
はなし



　その日
ひ

の 午
ご

後
ご

、農
のう

夫
ふ

は 袋
ふくろ

から 種
たね

を 出
だ

して、一
ひと

つ、また 一
ひと

つと、順
じゅん

番
ばん

に 見
み

つめ
ました。

　「少
すこ

しの間
あいだ

、土
つち

の 中
なか

に うもれることに なるよ。こわいかも しれないけど、
勇
ゆう

気
き

を 出
だ

して しんぼうしていれば、じきに、新
あたら

しい 命
いのち

に 生
う

まれ変
か

わるからね。
今
いま

では 想
そう

像
ぞう

も できないような、美
うつく

しい 姿
すがた

に なるんだ。」　農
のう

夫
ふ

は、思
おも

いやりを 
こめて 言

い

いました。

　それを 聞
き

いて、種
たね

達
たち

は ほっと しました。その 翌
よく

日
じつ

、農
のう

夫
ふ

は 種
たね

の 入
はい

った 袋
ふくろ

を 
持
も

って、畑
はたけ

に 出
で

て行
い

きました。

　「みんな、勇
ゆう

気
き

を 出
だ

そうよ。」　最
さい

初
しょ

に 袋
ふくろ

から 出
だ

された 一
いち

番
ばん

大
おお

きな種
たね

が、ほかの
種
たね

達
たち

に 呼
よ

びかけました。一
いち

番
ばん

大
おお

きな種
たね

は、地
じ

面
めん

に 開
あ

けられた 穴
あな

の 中
なか

に そっと 
置
お

かれました。農
のう

夫
ふ

は 目
め

を 細
ほそ

めて 種
たね

を 見
み

ると、土
つち

を かけました。

　次
つぎ

に、一
いち

番
ばん

小
ちい

さな種
たね

が まかれました。その次
つぎ

に 一
いち

番
ばん

丸
まる

い種
たね

、そして 最
さい

後
ご

に 一
いち

番
ばん

平
たい

らな種
たね

が まかれました。

　一
ひと

粒
つぶ

一
ひと

粒
つぶ

と、種
たね

達
たち

は みんな、ていねいに 地
じ

面
めん

の 中
なか

に まかれました。

　種
たね

達
たち

は 一
ひと

粒
つぶ

ずつ 別
べつ

々
べつ

に まかれたので、最
さい

初
しょ

は 心
こころ

細
ぼそ

く 感
かん

じましたが、
じきに、新

あたら

しい 友
とも

達
だち

が いることに 気
き

付
づ

きました。
アリが、一

ひと

粒
つぶ

の そばを 通
とお

りがかりました。
ミミズが、他

ほか

の 一
ひと

粒
つぶ

の そばを 通
とお

りがかりました。
地
ち

中
ちゅう

の 生
い

き物
もの

たちが、「こんにちは！」と 
あいさつを して 通

とお

り過
す

ぎていくのです。
種
たね

達
たち

は、そんなに さびしく 
なくなりました。



　何
なん

日
にち

も 過
す

ぎました。そして、何
なん

週
しゅう

間
かん

も 過
す

ぎました。心
こころ

細
ぼそ

く 感
かん

じたり、待
ま

ち遠
どお

しく
なったり すると、種

たね

達
たち

は 農
のう

夫
ふ

の 言
こと

葉
ば

を 思
おも

い出
だ

しました。「勇
ゆう

気
き

を 出
だ

さないと。
新

あたら

しい 命
いのち

に 生
う

まれ変
か

わるんだから。」　そう 自
じ

分
ぶん

に 言
い

い聞
き

かせました。

　さて、ごく ありふれた ある日
ひ

の ことです。一
いち

番
ばん

小
ちい

さな種
たね

は、自
じ

分
ぶん

が もう 
地
ち

中
ちゅう

に いないことに 気
き

が付
つ

きました。夜
よる

の間
あいだ

に、ぐんぐん、ぐんぐんと 成
せい

長
ちょう

して、
今
いま

では、明
あか

るい 青
あお

空
ぞら

を ながめているのです。

　「とうとう、その日
ひ

が 来
き

たぞ！　新
あたら

しい 命
いのち

に 生
う

まれ変
か

わったんだ！」　小
ちい

さな 

芽
め

は、大
おお

きな 声
こえ

で 言
い

いました。辺
あた

りを 見
み

回
まわ

すと、友
とも

だちの 一
いち

番
ばん

大
おお

きな種
たね

と 一
いち

番
ばん

丸
まる

い種
たね

と 一
いち

番
ばん

平
たい

らな種
たね

も、芽
め

を 出
だ

していました。みんな、長
なが

い間
あいだ

 はなればなれだった
けど、ついに また いっしょに なることが できて、大

おお

喜
よろこ

びです。本
ほん

当
とう

に 幸
しあわ

せでした。

　いっしょに おしゃべりしたり、笑
わら

ったり、風
かぜ

に なびいたり している内
うち

に、毎
まい

日
にち

は 
飛
と

ぶように 過
す

ぎて行
い

きました。

　若
わか

木
ぎ

達
たち

は、自
じ

分
ぶん

達
たち

の 葉
は

や 枝
えだ

が 日
ひ

ごとに 成
せい

長
ちょう

し、天
てん

気
き

や 季
き

節
せつ

ごとに 変
か

わって
いくのを、驚

きょう

嘆
たん

の 目
め

で ながめていました。



Afterword: 
Jesus said, “Unless a grain of wheat falls into the earth and dies, it 
remains alone; but if it dies, it bears much fruit” (John 12:24 ESV).

Sometimes the things we go through make us feel uneasy or 
lonely, and in times like that God asks us to be patient and to 
trust in His love for us. There will come a time when even those 
sad or difficult times will bring forth the blessing of happiness 
once again.

最
さい

後
ご

に
　イエス様

さま

は、こう 言
い

われました。「一
ひと

粒
つぶ

の 麦
むぎ

が 地
ち

に 落
お

ちて 死
し

ななければ、それは 
ただ 一

ひと

粒
つぶ

の ままで ある。しかし、もし 死
し

んだなら、豊
ゆた

かに 実
み

を 結
むす

ぶように 
なる。」（口

こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ヨハネによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 12:24）

　わたし達
たち

が 経
けい

験
けん

することの 中
なか

には、不
ふ

安
あん

に 感
かん

じたり、心
こころ

細
ぼそ

く 感
かん

じたりすることも 
ありますが、そのような 時

とき

には、しんぼう強
づよ

く なり、神
かみ

様
さま

の 愛
あい

を 信
しん

じるように、
と 神

かみ

様
さま

は 言
い

っておられます。悲
かな

しく 困
こん

難
なん

な 時
とき

でさえ、再
ふたた

び 幸
しあわ

せの ありがたさを 
かみしめられる 時

とき

を もたらしてくれるように なるのですから。

　何
なん

年
ねん

も たつと、みんな、大
おお

きくて 立
りっ

派
ぱ

な 木
き

に なりました。そして、たくさんの 
若
わか

木
ぎ

達
たち

に 木
こ

かげを 落
お

とすように なると、何
なん

年
ねん

も 昔
むかし

、自
じ

分
ぶん

達
たち

が 地
ち

中
ちゅう

に まかれる
ことを 思

おも

って ブルブル ふるえていた 日
ひ

のことを 思
おも

い出
だ

しました。

　「勇
ゆう

気
き

を 出
だ

して 農
のう

夫
ふ

の 言
こと

葉
ば

を 信
しん

じたことを、うれしく 思
おも

うよ。」　一
いち

番
ばん

平
たい

らな種
たね

が、
他
ほか

の 種
たね

たちに 言
い

いました。

　ほかの 種
たね

達
たち

も、たくさんの 仲
なか

間
ま

達
たち

が 勇
ゆう

気
き

を 出
だ

してくれると いいね、と 願
ねが

うので
した。

終
お

わり
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